
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
更
生
保
護
活
動
を

通
じ
て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
の
実
現
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
こ
れ
ま
で
本
市
で
は
、
熊
本
地

震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
を
最

優
先
に
、
熊
本
城
の
復
旧
や
市
民
病
院
の

再
建
な
ど
復
旧
・
復
興
に
全
力
で
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
主
義
に
基
づ
く
ま
ち

づ
く
り
や
子
育
て
支
援
策
の
さ
ら
な
る
充

実
と
い
っ
た
復
興
の
先
を
見
据
え
た
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

新
た
に
迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
新
元
号

と
な
る
新
た
な
時
代
の
幕
開
け
で
あ
る
と

同
時
に
、
本
市
市
制
施
行
一
三
〇
周
年
と

い
う
大
き
な
節
目
で
も
あ
り
ま
す
。

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
、
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
恒
久

的
な
住
ま
い
の
再
建
な
ど
被
災
者
の
将
来

へ
の
安
心
を
確
立
し
て
い
く
ほ
か
、
誰
も

が
分
か
り
や
す
く
利
便
性
の
高
い
交
通
体

系
の
実
現
や
人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
見
据

え
た
健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
生
活
都
市
づ

く
り
な
ど
、
未
来
へ
の
礎
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
更
生
保
護
に
関
す
る
分
野

に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
〇
一
六
年
に

｢

再

犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律｣

が

施
行
さ
れ
、
国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
犯

罪
を
し
た
者
等
の
再
犯
防
止
等
に
関
す
る

施
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
二
〇
二
一
年
三

月
ま
で
に

｢

再
犯
防
止
推
進
計
画｣

を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
後
は
、
国

の
計
画
に
基
づ
く
モ
デ
ル
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
刑
務
所
に
再

び
入
所
し
た
者
の
う
ち
約
七
割
が
再
犯
時

に
無
職
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
テ
ー
マ
を

｢

犯
罪
を
し
た
者
等
の
継

続
的
な
就
労
の
確
保
に
関
す
る
取
組｣

と

し
、
熊
本
保
護
観
察
所
等
を
は
じ
め
と
し

た
関
係
機
関
と
連
携
し
て
就
労
の
確
保
に

よ
る
再
犯
防
止
を
促
進
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
も
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
更
生
保
護
事
業
に
携
わ

る
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
取
組
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
な
お

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
今
年
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま

し
て
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

くまもと更生保護第166号 平成31年１月１日( 1 )

新
年
の
御
挨
拶

熊
本
市
長����

浮
島
神
社

熊
本
県
上
益
城
郡
嘉
島
町

名
水
百
選
に
も
選
ば
れ
た
湧
水
池
に
囲
ま
れ
た
場
所
に
あ
っ
て
、

朝
靄
に
神
社
と
森
が
池
に
浮
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、

地
元
で
は

｢

浮
島
さ
ん｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

(

写
真
提
供

元
保
護
司

瑞
穂
そ
の
さ
ん)
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平
成
十
六
年
か
ら
同
十
七
年
に
か
け
て
刑
務
所

出
所
者
に
よ
る
重
大
な
再
犯
事
件
が
相
次
い
で
発

生
し
た
こ
と
を
端
緒
に
、
刑
務
所
や
保
護
観
察
所

に
お
け
る
再
犯
防
止
に
向
け
た
指
導
・
支
援
の
在

り
方
が
大
き
な
問
題
と
な
り
、
再
犯
防
止
対
策
は

政
府
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る
と
の
認

識
の
下
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま

し
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
二
十
四
年
に
決
定
さ
れ
た

｢

再
犯
防
止
に
向
け
た
総
合
対
策｣

の
ほ
か
、
同

二
十
六
年
の

｢

犯
罪
に
戻
ら
な
い
・
戻
さ
な
い｣

宣
言
、
同
二
十
八
年
の

｢

薬
物
依
存
者
・
高
齢
犯

罪
者
等
の
再
犯
防
止
緊
急
対
策｣

等
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
超
党
派
の
国
会
議

員
に
よ
る
議
論
等
の
結
果
、
平
成
二
十
八
年
十
二

月
に

｢

再
犯
の
防
止
等
の
推
進
に
関
す
る
法
律｣

が
成
立
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

�
再
犯
防
止
推
進
法
の
ポ
イ
ン
ト

こ
の
法
律
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の
二
点
で

す
。

一
点
目
は
、
再
犯
防
止
対
策
の
対
象
が
広
く
な
っ

た
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
刑
務
所
や
少
年
院
に
収
容
さ
れ

て
い
る
人
や
保
護
観
察
対
象
者
を
主
な
対
象
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
起
訴
猶
予
や
執

行
猶
予
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
入
口
支
援
の
対
象
者

の
ほ
か
、
満
期
釈
放
者
や
保
護
観
察
終
了
者
な
ど

刑
の
執
行
等
を
終
え
た
者
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
に
お
い
て
、
福
祉
や
医
療
な
ど
の
支
援

が
継
続
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
、

刑
事
司
法
の
入
口
か
ら
出
口
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
段

階
を
通
じ
て
切
れ
目
の
な
い
対
策
を
講
ず
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

二
点
目
と
し
て
、
国
だ
け
で
な
く
地
方
公
共
団

体
に
対
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
施
策
を
実
施
す
る
責
務
が
課
さ
れ
た
こ
と
で

す
。規

定
上
、
努
力
義
務
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
も
、
国
が
策
定
す
る

｢

再
犯

防
止
推
進
計
画｣

の
内
容
を
踏
ま
え
た

｢
地
域
再

犯
防
止
推
進
計
画｣

を
策
定
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
保
護
司
や
協
力
雇
用
主
を
始
め

と
す
る
民
間
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

国
の
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
再
犯
防
止
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

国
、
地
方
、
民
間
の
三
者
が
連
携
し
つ
つ
、
国
民

の
幅
広
い
理
解
を
得
な
が
ら
再
犯
防
止
に
向
け
た

施
策
等
を
総
合
的
、
か
つ
、
計
画
的
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

�
再
犯
防
止
推
進
計
画
と
地
域
再
犯
防
止
推
進
モ

デ
ル
事
業

そ
の
後
、
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
前
掲
の
国

の
再
犯
防
止
推
進
計
画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
五
つ
の
基
本
方
針
及
び
七
つ
の

重
点
分
野
と
主
な
施
設
か
ら
な
る
も
の
で
、
紙
幅

の
都
合
も
あ
り
、
詳
し
い
説
明
は
割
愛
し
ま
す

(

本
計
画
の
全
文
、
概
要
版
等
は
法
務
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。)

が
、
国
民

が
犯
罪
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
こ
と
を
防
止
し
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
図
る

た
め
、
平
成
三
十
年
度
か
ら
同
三
十
四
年
度
末
に

か
け
て
の
五
年
間
で
政
府
が
取
り
組
む
施
策
が
示

さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
及
び
熊
本
市
に
お
け
る

地
域
再
犯
防
止
推
進
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

熊
本
保
護
観
察
所
統
括
保
護
観
察
官

安

藤

太
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度
は
、
万
引
き
等
の
比
較
的
軽
微
な
犯
罪
を
反
復

し
て
い
る
高
齢
又
は
障
害
の
あ
る
者
や
、
そ
の
支

援
に
携
わ
っ
て
い
る
保
護
司
な
ど
の
関
係
者
に
対

す
る
聴
き
取
り
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
方
、
熊
本
市
は

｢

刑
務
所
出
所
者
等
に
対
す

る
就
労
支
援
及
び
協
力
雇
用
主
に
よ
る
雇
用
の
促

進
等｣

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
や
は
り
初
年
度
と
な

る
平
成
三
十
年
度
は
、
全
国
の
矯
正
施
設
に
入
所

中
の
者
の
う
ち
熊
本
市
内
に
帰
住
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
者
や
、
現
に
熊
本
市
内
に
居
住
す
る
保

護
観
察
対
象
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
加

え
、
熊
本
市
内
の
協
力
雇
用
主
や
協
力
雇
用
主
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
な
い
一
般
の
企
業
に
対
し
て

も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
熊
本
県
や
熊
本
市
に
よ
る
実
態
調

査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
の
問
題
点
や
課

題
、
保
護
観
察
対
象
者
等
の
当
事
者
の
ニ
ー
ズ
等

が
明
ら
か
と
な
り
、
さ
ら
に
、
保
護
司
や
協
力
雇

用
主
な
ど
支
援
者
の
声
が
県
や
市
に
直
接
届
け
ら

れ
る
こ
と
は
、
画
期
的
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
実
態
調
査
の
結
果
等
を
踏
ま
え
、

平
成
三
十
一
年
度
か
ら
は
熊
本
県
及
び
熊
本
市
が

こ
の
よ
う
に
、
平
成
三
十
年
は

｢

再
犯
防
止
推

進
元
年｣

と
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
さ
ら
に
同
年
、

国
と
地
方
公
共
団
体
と
が
協
働
し
、
地
域
に
お
け

る
効
果
的
な
再
犯
防
止
対
策
の
在
り
方
に
つ
い
て

調
査
研
究
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
一
部

の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
①
地
域
の
実
態
調

査
と
支
援
策
の
策
定
、
②
モ
デ
ル
事
業
の
実
施
、

③
事
業
の
効
果
検
証
・
地
域
再
犯
防
止
推
進
計
画

の
充
実
と
い
っ
た
一
連
の
取
組
を

｢

地
域
再
犯
防

止
推
進
モ
デ
ル
事
業

(

再
犯
防
止
推
進
調
査
地
方

公
共
団
体
モ
デ
ル
事
業)｣

と
し
て
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
、
法
務
省
が
全
国
の
地
方
公
共
団
体
に

向
け
て
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
で
三
十
の
地
方

公
共
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

当
県
関
係
で
は
、
熊
本
県
及
び
熊
本
市
が
そ
れ

ぞ
れ
個
別
に
応
募
さ
れ
、
法
務
省
に
よ
る
審
査
等

の
手
続
を
経
て
、
熊
本
県
、
熊
本
市
と
も
に
地
域

再
犯
防
止
推
進
モ
デ
ル
事
業
を
受
託
す
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
す
。

�
熊
本
県
及
び
熊
本
市
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
の

取
組

熊
本
県
は

｢

犯
罪
を
し
た
者
等
の
う
ち
高
齢
又

は
障
害
の
あ
る
者
に
対
す
る
入
口
支
援
の
充
実
強

化｣

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
初
年
度
の
平
成
三
十
年

そ
れ
ぞ
れ
に
、
あ
る
い
は
、
相
互
が
連
携
を
保
ち

な
が
ら
モ
デ
ル
事
業
な
ど
の
再
犯
防
止
関
連
施
策

が
推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
し
、
こ
れ

ら
の
取
組
で
得
ら
れ
た
知
見
等
を
基
に
、
平
成
三

十
三
年
度
末
ま
で
に
熊
本
県
、
熊
本
市
に
お
け
る

地
域
再
犯
防
止
計
画
が
策
定
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
を
見
据
え
な
が
ら
、
県
内
の
他

の
市
町
村
に
お
い
て
も
再
犯
防
止
の
た
め
の
取
組

が
広
く
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�
お
わ
り
に

保
護
観
察
所
と
し
ま
し
て
は
、｢

国
、
地
方
、

民
間
の
三
者
が
連
携
し
つ
つ
、
国
民
の
幅
広
い
理

解
を
得
な
が
ら
再
犯
防
止
に
向
け
た
施
策
等
を
総

合
的
・
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く｣

と
い
う
法
の

趣
旨
を
深
く
認
識
し
、
今
後
と
も
皆
様
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
再
犯
防
止
に
向
け
た
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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十
一
月
十
六
日(

金)

に
熊
本
県
立
劇
場
コ
ン
サ
ー

ト
ホ
ー
ル
に
お
い
て

｢

平
成
三
十
年
度
更
生
保
護
事

業
功
労
者
顕
彰
式｣
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
は

平
成
音
楽
大
学
の
学
生
に
よ
る
国
歌
斉
唱
、
同
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
に
始
ま
り
、

〝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動〞
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
、
次
い
で
入
賞
作
品
の
発
表
会
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
顕
彰
式
典
が
お
ご
そ
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。発

表
会
で
は
上
位
入
賞
の
小
中
学
生
そ
れ
ぞ
れ
三

名
か
ら
熱
の
こ
も
っ
た
発
表
が
行
わ
れ
、
会
場
は
感

動
に
包
ま
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

顕
彰
式
典
で
は
多
く
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、

法
務
大
臣
表
彰
、
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰
な

ど
の
受
章
者
に
表
彰
状
や
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
受
章
者
を
代
表
し
て
熊
本
中
央
保
護
区��
征

一
保
護
司
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
九
州
地
方

更
生
保
護
委
員
会
西
瀬
戸
伸
子
委
員
長
か
ら
ご
挨
拶

が
あ
り
、
ご
来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

式
典
は
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
全
体
の
司
会
は
熊
本
大
学
放
送
部
の
方
々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
、
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

｢

ロ
ア
ッ
ソ
君｣

も
応
援

に
か
け
つ
け
て
く
れ
る
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
お

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
更
生
保
護
事
業

功
労
者
顕
彰
式

作文コンテスト発表

作文コンテスト表彰

トロンボーン　
アンサンブル

あいさつ（手塚所長）

ロアッソくん

式辞（藤森県連会長）
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(
平
成
三
十
年
十
一
月
三
日
付)

秋
の
叙
勲
・
瑞
宝
双
光
章

秋
の
藍
綬
褒
章

������������
((

敬敬
称称
略略))

鷲山 啓
(宇 城)

渡邉 吉保
(阿 蘇)

吉田 精華
(熊本中央)

緒方 隆一
(山 鹿)

橋田 實子
(人 吉)

氏

名

(

地

区

名)
��
征

一

(

熊
本
中
央)

松

本

孝
一
郎

(

熊
本
中
央)

遠

山

慈

水

(

熊
本
中
央)

橋

本

護

(

熊

本

東)

永

原

忠

一
(

熊

本

西)

岡�
裕

子
(

熊

本

南)

山

口

久

代
(

宇

城)

下

石

キ
ミ
ヱ

(
宇

城)

上

田

文

彰

(
宇

城)

福

山

順

明

(

荒

尾)

村

田

昭

寛

(

山

鹿)

城

美
佐
子

(

菊

池)

木

村

裕
次
郎

(

阿

蘇)

荒

木

泰

臣

(

上

益

城)

大

城

敏

男

(

上

益

城)

山

口

義

鐘

(

八

代)

福

田

研

二

(

芦

北)

深

水

征

郎

(

人

吉)

田

中

茂

(

天

草)

村

上

幸

己

(

天

草)

���������
長
い
間
御
活
躍
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

(

敬
称
略)

平
成
三
十
年
十
一
月
十
九
日
任
期
満
了

ほ
か
総
勢
二
十
九
名

氏

名

(

地

区

名)
��
征

一

(

熊
本
中
央)

巖

廣�
(

熊
本
中
央)

馬

場

哲

哉

(

熊

本

西)

甲

斐

祐

徹
(

熊

本

南)

鋤

野

忍
(

熊

本

南)

龍

野

登
美
男

(
熊

本

南)

�������

�����

法務大臣表彰受彰者

��������� �
島

和

男

(

熊

本

南)

今

井

祐

介

(

熊

本

北)

城

達

文

(

熊

本

北)

久
連
松

俊

男

(

熊

本

北)

清

田

誠

一

(

玉

名)

松

島

眞
智
子

(

荒

尾)

有

働

美

明

(

山

鹿)

松

本�
司

(

菊

池)

上

村

節

也

(

菊

池)

古

庄

義

敬

(

菊

池)

栗�
廉

子

(

上

益

城)

住

永

幸
三
郎

(

上

益

城)

住

田

守

(

上

益

城)

押

方

優

子

(

八

代)

立

山

秀

彦

(

八

代)

山

崎

弘

子

(

芦

北)

坂

口

行

宏

(

人

吉)

安

達�

(

人

吉)

溝

口

紀

子

(

人

吉)

宮

下

重

康

(

天

草)

岡

部

久
仁
子

(

天

草)

嶌

田

良

江

(

天

草)

�
坂

眞

教

(

天

草)

��������������
�������

次
の
方
々
が
新
し
く
保
護
司
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
御
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

(

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
付)

氏

名

(

地

区

名)

岩�
健

朗

(

熊
本
中
央)

川

口

富

子

(

熊
本
中
央)

���������
高
齢
者
叙
勲

清

水

ミ

ホ

(

熊
本
中
央)
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第第
6688
回回

〝〝

社社
会会
をを
明明
るる
くく
すす
るる
運運
動動〞〞

熊熊
本本
県県
作作
文文
ココ
ンン
テテ
スス
トト
入入
賞賞
者者

【

小
学
生
の
部】

◎
熊
本
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

(

県
知
事
賞)

天
草
市
立
有
明
小
学
校
六
年

阿
比
留
鈴
菜

｢

よ
り
良
い
社
会
に
す
る
た
め
に｣

熊
本
市
立
白
川
小
学
校
六
年

川
口
里
奈
子

｢〝

心
細
い〞

を
減
ら
す
こ
と
か
ら｣

熊
本
市
立
飽
田
南
小
学
校
五
年

坂
口

七
菜

｢
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に｣

◎
熊
本
日
日
新
聞
社
賞

熊
本
市
立
長
嶺
小
学
校
五
年

田
上

鈴
桜

｢

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
と
大
切
な
命｣

◎
熊
本
県
小
学
校
長
会
会
長
賞

菊
池
市
立
菊
池
北
小
学
校
六
年

城

綜
彌

｢

き
ず
な
の
種｣

◎
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
賞

熊
本
市
立
田
迎
小
学
校
六
年

米
増

亜
美

｢

生
き
る
マ
ー
ク｣

◎
熊
本
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

球
磨
郡
山
江
村
立
山
田
小
学
校
五
年

嶽
本

彩
音

｢

犯
罪
や
非
行
が
起
き
な
い
社
会
の
た
め
に｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞

熊
本
市
立
帯
山
小
学
校
六
年

中
原

光
琉

｢

更
生
し
て
社
会
へ
出
る
チ
ャ
ン
ス
を｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

芦
北
町
立
田
浦
小
学
校
六
年

岩
田

彩
来

｢

み
ん
な
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
よ
う
に｣

◎
熊
本
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞

熊
本
市
立
力
合
小
学
校
六
年

岩
清
水
麗
乃

｢

関
心
を
持
っ
て
明
る
い
社
会
へ｣

【

中
学
生
の
部】

◎
熊
本
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞

(

県
知
事
賞)

南
小
国
町
立
南
小
国
中
学
校
二
年

畑
本

凛
音

｢

こ
れ
か
ら
の
社
会
の
た
め
に｣

熊
本
市
立
出
水
中
学
校
２
年

肝
付

怜
央

｢

犯
罪
・
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は｣

球
磨
郡
山
江
村
立
山
江
中
学
校
二
年

市
野

鈴
羅

｢

小
さ
な
村
の
思
い
や
り｣

◎
熊
本
日
日
新
聞
社
賞

宇
土
市
立
鶴
城
中
学
校
三
年

橋
口

叶

｢

縁
の
下
の
力
持
ち
に
も
っ
と
注
目
し
よ
う｣

◎
熊
本
県
中
学
校
長
会
会
長
賞

美
里
町
立
中
央
中
学
校
二
年

上
田

蒼
樹

｢

僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と｣

◎
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
賞

人
吉
市
立
第
三
中
学
校
三
年

上
村

萌
衣

｢

明
る
い
社
会｣

◎
熊
本
県
保
護
司
会
連
合
会
長
賞

熊
本
市
立
桜
木
中
学
校
一
年

櫻
田

昊
成

｢

犯
罪
・
非
行
を
す
る
必
要
の
な
い
社
会｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
協
会
理
事
長
賞

熊
本
市
立
藤
園
中
学
校
二
年

平
田

夢
空

｢

心
に
ス
ト
ッ
プ｣

◎
熊
本
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

熊
本
市
立
井
芹
中
学
校
一
年

内
田

佑
海

｢

相
手
へ
の
思
い
や
り｣

◎
熊
本
県
Ｂ
Ｂ
Ｓ
連
盟
会
長
賞

熊
本
市
立
北
部
中
学
校
一
年

田
尻
茉
優
子

｢

私
た
ち
と
犯
罪
・
非
行

そ
の
と
き

地
域
は
、
学
校
は
、
そ
し
て
自
身
は｣

柴

田

敏

博

(

熊
本
中
央)

村

山

惠
美
子

(

熊
本
中
央)

霜

出

奈

美

(

熊

本

東)
永

田

浩

一

(

熊

本

東)
光

永�
保

(

熊

本

東)

紫

垣

享

(

熊

本

南)

石

山

光

輝

(

熊

本

北)

中

島

利

勝
(

熊

本

北)

古

田

泰

昭
(

熊

本

北)

上

村

美

幸
(

玉

名)

田

中

こ
ず
え

(
荒

尾)

前

田

敬

介

(
荒

尾)

隈

部

秀

一

(

山

鹿)

園

田

智

彦

(

山

鹿)

田

代

幸

一

(

菊

池)

�
浩

一

(

菊

池)

鷲

岡

嶺

照

(

阿

蘇)

春

日

堅

一

(

上

益

城)

梶

原

浩

三

(

八

代)

川�
隆

男

(

八

代)

武

原

祐
次
郎

(

八

代)

山

田

智

已

(

八

代)

谷

口

文

啓

(

芦

北)

宮�
明

義

(

芦

北)

荒

嶽

優

美

(

人

吉)

千

葉

弘

実

(

人

吉)

福

本

壽
太
郎

(

人

吉)

大

友

美
也
子

(

天

草)

鶴

田

康

代

(

天

草)

濱

洲

大

心

(

天

草)

岡

田

幸

英

(

天

草)

池

田

幸

信

(

天

草)
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【

玉
名
地
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー】

平
成
二
十
五
年
四
月
に
玉
名
市
岱
明

支
所
に
開
設
し
ま
し
た
。
二
部
屋

(

各

３
ｍ
×
６
ｍ)

を
借
り
て
お
り
、
う
ち

一
室
は
事
務
所
に
、
も
う
一
室
は
面
接

や
小
会
議
の
会
場
や
資
材
の
保
管
に
使

用
し
て
い
ま
す
。
企
画
調
整
保
護
司
は

二
十
名
で
、
平
日
の
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
保
護
司
の
活

動
拠
点
と
し
て
保
護
司
や
関
係
機
関
へ

の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
①
面
接
会
場
の

提
供
②
関
係
機
関
や
団
体
と
の
協
議
、

情
報
交
換
③
関
係
機
関
や
地
域
の
団
体

へ
の
講
師
派
遣
、
広
報
資
材
の
貸
し
出

し
④
役
員
会
・
理
事
会
・
機
能
別
部
会
・

地
域
ご
と
の
協
議
へ
の
支
援
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
窓
口
と
し
て
、

犯
罪
や
非
行
に
走
ら
な
い
健
や
か
な
子

供
た
ち
の
成
長
を
願
い｢

青
少
年
サ
ポ
ー

ト
相
談
室｣

を
開
設
し
ま
し
た
。
友
達

関
係
や
い
じ
め
に
悩
む
少
年
た
ち
、
子

育
て
に
悩
む
親
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
。

第
68
回

〝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動〞

熊
本
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

更
生
保
護

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

ご
紹
介

開
設
か
ら
五
年
経
過
し
て
成
果
や
課

題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
成
果
と
し
て

は
、
(1)
企
画
調
整
保
護
司
は
十
名
か
ら

二
十
名
に
増
員
し
た
(2)
サ
ポ
セ
ン
設
置

に
よ
り
、
行
政
や
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
に
つ
な
が
っ
た
(3)
保
護
司
会
活
動

が
以
前
よ
り
も
透
明
化
が
図
ら
れ
、
保

護
司
の
理
解
が
深
ま
っ
て
き
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
問
題
点
と
し
て
は
(1)
サ
ポ
セ
ン

の
存
在
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
(2)
地
理

上
の
問
題
と
し
て
利
用
者
が
距
離
的
に

便
利
な
保
護
司
や
対
象
者
に
限
ら
れ
る

こ
と
(3)
事
務
連
絡
の
周
知
徹
底
や
責
任

の
所
在
な
ど
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
、

な
ど
で
す
。

今
後
、
サ
ポ
セ
ン
が
更
生
保
護
活
動

の
拠
点
と
な
る
た
め
に
は
、
改
善
で
き

た
点
、
改
善
す
べ
き
点
を
保
護
司
会
と

一
人
ひ
と
り
の
保
護
司
が
考
え
て
い
く

更
生
保
護
活
動
の
拠
点
と
し
て
県

内
に
設
置
さ
れ
た
更
生
保
護
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
順
次
ご
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。

時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に

よ
り
、
保
護
司
会
の
機
能
が
向
上
し
、

保
護
司
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
ま
す
。

(

事
務
局
長

野
田

顕
龍)

【

芦
北
地
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー】

芦
北
地
区
保
護
司
会
は
、
水
俣
市
、

芦
北
町
、
津
奈
木
町
の
１
市
２
町
の
保

護
司
を
中
心
に
、
地
域
に
お
け
る
更
生

保
護
諸
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
平

成
二
十
六
年
四
月
に
芦
北
地
区
更
生
保

護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
に
は
企
画
調
整
保
護
司

が
駐
在
し
、
保
護
司
の
処
遇
活
動
の
支

援
の
ほ
か
、
地
域
の
教
育
・
防
犯
・
社

会
福
祉
関
係
機
関
や
団
体
と
の
連
携
、

犯
罪
・
非
行
の
予
防
活
動
、
更
生
保
護

関
係
の
情
報
提
供
、
住
民
か
ら
の
犯
罪
・

非
行
相
談
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

所
在
地

水
俣
市
洗
切
町
一－

一

水
俣
市
公
民
館
分
館
二
階

開
所
時
間

月
曜
日
〜
金
曜
日

12
時
30
分
〜
17
時
30
分

(

祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く)

連
絡
先

(

〇
九
六
六)

六
三
―
一
八
七
七

◎
相
談
は
企
画
調
整
保
護
司
二
十
一
人

が
交
替
で
対
応

活
動
内
容

・
地
域
住
民
か
ら
の
犯
罪
・
非
行
に
関

す
る
相
談
の
窓
口

・
地
域
に
お
け
る
関
係
機
関
、
団
体
と

の
連
絡
・
協
議
の
実
施

・
地
域
住
民
に
対
す
る
更
生
保
護
諸
活

動
の
情
報
提
供

・
保
護
観
察
対
象
者
と
の
面
接
場
所
の

提
供

・
保
護
司
の
処
遇
活
動
に
対
す
る
支
援

・
保
護
司
の
勉
強
会
、
新
任
保
護
司
と

の
懇
談
会
等

・
そ
の
他
更
生
保
護
に
関
す
る
活
動
の

実
施

問
題
点

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
場
所
が

水
俣
市
に
あ
る
こ
と
か
ら
芦
北
町
か

ら
遠
距
離
に
あ
た
る
の
で
、
芦
北
分

会
の
サ
ポ
セ
ン
活
用
に
不
便
を
感
じ

て
い
る
。(

事
務
局

前
嶋

浩
一)
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�� �

編
集
発
行

更
生
保
護
法
人
熊
本
県
更
生
保
護
協
会

編
集
協
力

熊
本
保
護
観
察
所

印

刷

社
会
福
祉
法
人
コ
ロ
ニ
ー
印
刷

巻
頭
言
は
永
年
保
護
司
を
続
け
て
い

た
だ
い
て
い
る
大
西
熊
本
市
長
に
お
願

い
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
快
く
御
寄
稿

い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

更
生
保
護
事
業
に
御
支
援
を

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
地
域

社
会
作
り
を
目
指
す
目
的
を
御
理
解

の
上
、
運
営
資
金
の
造
成
に
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

篤
志
家
に
よ
る
寄
附

【

十
二
万
円】

株
式
会
社
志
水
工
務
店

(

熊
本
市)

【

二
万
円】

株
式
会
社
再
起

(

熊
本
市)

成
松
内
科

(

合
志
市)

杉

村

継

治

(

合
志
市)

有
限
会
社
マ
ル
イ
チ

(

合
志
市)

【

一
万
円】

㈲
森
坂
ビ
ル

(

熊
本
市)

田

上

敬

子

(

熊
本
市)

編

集

後

記

��������������松永重宣様(人
吉)

�������������蟻田眞児様(人
吉)

������������中村正信様(熊
本
北)

��������������千葉芳茂様(天
草)

��������������福嶋讓治様(玉
名)

��������������竹迫俊昂様(熊本
北)

�������������
����������

【

五
十
万
円】

米

満

弘

之
(

熊
本
市)

【

十
万
円】

野

原

眞

藏

(

熊
本
市)

【

五
万
円】

市

成

幸

親

(
熊
本
市)

黒

木

康

之

(

熊
本
市)

立

川

和

代

(

熊
本
市)

岩

田

英

志

(

熊
本
市)

【

三
万
円】

岩

下

博

明

(

熊
本
市)

【

一
万
円】

目

黒

純

一

(

熊
本
市)

浅

山

弘

康

(

熊
本
市)

頭頭のの体体操操

役
員
に
よ
る
寄
附

資
格
取
得
及
び
入
れ
墨

除
去
手
術
に
対
す
る

助
成
金
制
度
の
お
知
ら
せ

運
転
免
許
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
た

り
入
れ
墨
の
除
去
手
術
を
受
け
よ
う
と

す
る
人
た
ち
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
が
で
き
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
細
は
左
記
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額：

三
〇�〇
〇
〇
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

助
成
対
象
者：

保
護
観
察
中
の
人
及
び
保

護
観
察
終
了
後
又
は
刑
期
終
了
後

三
年
以
内
の
人
に
限
り
ま
す
。

申
込
方
法：

保
護
観
察
所
、
協
力
雇
用

主
、
保
護
司
、
熊
本
自
営
会
、
自

立
準
備
ホ
ー
ム
を
通
じ
て
事
前
審

査
申
込
書
を
熊
本
県
就
労
支
援
事

業
者
機
構
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

お
問
合
せ：

熊
本
県
就
労
支
援
事
業
者
機
構

電
話

〇
九
六
―

二
八
八
―

四
三
七
五

問題 ？に入る数字は何か､
お答えください｡

４ 61
５ 52
６ 63
７ 94
８ ？

答えは当協会ホームページをご覧ください｡
アドレスは����������������������又は ｢熊本県更生
保護協会｣ で検索

田
上
自
動
車
株
式
会
社

(

熊
本
市)

三
栄
輪
業
株
式
会
社

(

熊
本
市)

春
竹
校
区
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

黒
髪
校
区
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

株
式
会
社
タ
ノ
ウ
エ

(

合
志
市)

株
式
会
社
黒
石
原
建
設

(

合
志
市)

庄
嶋
医
院

(

合
志
市)

【

五
千
円】

五
福
校
区
社
会
福
祉
協
議
会(

熊
本
市)

立

山

秀

彦

(

八
代
市)

【

三
千
円】

白
山
十
町
内
婦
人
会

(

熊
本
市)

鶴

崎

昭

夫

(

熊
本
市)

金

子

一

憲

(

熊
本
市)

青

山

定

聖

(

熊
本
市)

栗

谷

利

夫

(

熊
本
市)

林

茂

(

熊
本
市)

主

海

偉
佐
雄

(

熊
本
市)

竹

下

英

(

熊
本
市)

白

瀬

貴
美
子

(

熊
本
市)

古

荘

善

啓

(

熊
本
市)

中

山

峰

男

(

熊
本
市)

更
生
保
護
へ
の
御
支
援
・

御
寄
付
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


